
女性のためのエンパワメントプログラム事業 【山梨県】

本県では、これまで女性への暴力をなくすための予防啓発、相談

対応、保護等を重点的に実施。一方で被害者が自信や尊厳を回復

できないまま生活の場に戻った際、トラウマやあらゆる理由で貧困

となる場合や、社会とのつながりが持てないなどの問題が顕在化。

被害者が自立し、権利や尊厳を取り戻して社会復帰できるような

支援が必要だが、限られた地域や対象にとどまっていることが課題。

地域の実情と課題

○やまなし性暴力被害者サポートセンター

○被害者支援センターやまなし

○支援者団体

○山梨県立大学

○都留文科大学

○山梨県立男女共同参画推進センター                     など

連携団体

○ターゲットとしている者に情報が届いていないなど、当事者の方

の参加がなかなか得られなかった。

○開催場所が立ち寄りにくい、閉鎖的との意見もあったため、上記

と合わせて、ターゲットや開催場所など、事業の効果的な運用

に向けた検討が必要。

今後の課題

○被害者とその同伴する家族が心身ともに回復し、社会復帰への

第一歩を提供することが出来た。

○プログラムに参加した被害者や支援者のつながりを作ることが

できた。

○支援者同士が繋がることで、相互のスキルアップや連携強化を

図ることが出来た。回を追う毎に支援者からの助言が多くなり、

より効果的な支援を提供しようという意識が深化していった。

事業の効果

目的：被害者をエンパワメント（自信、自己決定力を回復・強化でき

るように援助）していくとともに、被害者支援を行っている者も

含めた事業実施により支援者同士のつながり・連携を促す

目標：講座参加者の満足度 50％ （R6実績 70％）

目的・目標

○被害者及びその同伴する家族に対し、段階的に回復に向かえる

ようなプログラムを年６回程度の講座等で開催。

例）自分自身で心身を回復できるための手法

ＤＶや性暴力の正しい知識について

自分を大切にしながら対人関係を円滑にできる方法について

○支援者に対し、上記への参加を促すとともに、支援者どうしのつ

ながり・連携を強化し、学びの場を提供。

事業の特徴

個別事業費 336 千円

交付金額 168 千円

事業番号 ４



●事業内容：暴力の被害を受けた女性やその同伴する家族が、暴力によって失われた尊厳や誇り、生きる力を取り戻

し、自立し、安心して生きがいを感じて暮らせるようになることを目指し、ワークショップやミニ講座を開催。

ワークショップやミニ講座では、ヨガや臨床美術、メーク講座等を取り入れ「心身ともに癒やされ安心できる

居場所」を用意し、「人権」、「女性の性や健康」、「自己決定」、「人間関係の再構築」等を学べる機会を提

供。

民間で被害者への伴走支援を行う個人や団体にも参加を促し、支援者同士のつながりや連携を確保する

機会を提供。

●対         象：女性、被害者支援を行う者

●実 績：次の通り

事業の概要
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